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藤
高
２
年
生
に 
出
張
型
企
業
説
明
会

当
所
は
出
張
型
企
業
説
明
会
を
７
月
17

日
、
会
員
事
業
所
の
参
加
に
よ
り
北
見
藤

高
校
で
実
施
し
ま
し
た
。

昨
年
度
か
ら
地
元
企
業
の
認
知
度
を
高

め
、
地
元
へ
の
就
業
意
識
啓
発
を
目
的
に

始
め
た
同
説
明
会
。

同
校
２
年
生
（
１
２
０
人
）
が
参
加
。

同
校
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
９
／
１
～

３
）
を
控
え
た
事
前
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
中
で
、

企
業
側
は
前
回
の
会
社
概
要
・
求
人
内
容

の
説
明
だ
け
で
な
く
、
パ
ネ
リ
ス
ト
を
務

め
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
、（
株
）
北
見
薄
荷
通
商
、

北
都
板
金
工
業
（
株
）
の
幹
部
社
員
、
河

西
建
設
（
株
）
の
同
校
Ｏ
Ｂ
の
社
員
。
同

３
社
は
同
校
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
に

な
っ
て
い
ま
す
。

用
意
さ
れ
た
テ
ー
マ
・
生
徒
か
ら
の
質

問
は
、
①
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
助
言
、

②
仕
事
の
楽
し
さ
・
や
り
が
い
、
③
仕
事

が
辛
い
と
き
の
対
処
な
ど
数
多
く
出
さ
れ

ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
関
し
て
は
、「
将

来
を
考
え
る
絶
好
の
機
会
」「
社
員
が
カ

バ
ー
す
る
の
で
安
心
し
て
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
」「
楽
し
み
な
が
ら
達
成
感
も
感
じ

て
ほ
し
い
」「
受
け
身
で
は
な
く
飛
び
込

ん
で
」
な
ど
と
期
待
を
込
め
て
説
明
。

仕
事
の
楽
し
さ
・
や
り
が
い
に
つ
い
て

は
、
自
身
の
体
験
を
交
え
な
が
ら
、「
お

客
さ
ま
に
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
」「
信
頼

さ
れ
る
こ
と
」「
根
気
強
く
働
く
こ
と
が

大
事
」「
思
い
が
か
た
ち
に
な
る
こ
と
」

な
ど
と
答
え
、
生
徒
た
ち
を
鼓
舞
し
て
い

ま
し
た
。　　
　
　
（
担
当　

後
藤 
達
哉
）

　
46
社
に
約
70
人    

企
業
概
要
説
明
会

北
見
地
区
高
校
生
の
た
め
の
企
業
概
要

説
明
会
が
７
月
28
日
、
ホ
テ
ル
黒
部
で
開

か
れ
ま
し
た
。

恒
例
の
同
説
明
会
は
、
当
所
と
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
北
海
道
が
主
催
す
る
厚
労
省
北
海

道
労
働
局
委
託
若
年
者
地
域
連
携
事
業
。

募
集
企
業
30
社
に
対
し
て
、
オ
ホ
ー
ツ

ク
圏
か
ら
46
社
・
団
体
（
当
所
会
員
26
社
）

が
参
加
。
市
内
な
ど
5
校
か
ら
来
春
就
職

予
定
の
３
年
生
約
70
人
が
来
場
。

７
月
以
降
の
求
人
公
開
に
よ
り
、
就
職

活
動
が
本
格
化
。９
月
に
は
企
業
の
選
考
・

採
用
内
定
開
始
と
い
う
高
校
生
採
用
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
中
、
企
業
側
は
、
生
徒
を
前

に
パ
ソ
コ
ン
や
資
料
な
ど
を
使
い
な
が
ら

自
社
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

「
地
元
民
間
企
業
の
知
識
が
乏
し
い
」

と
い
う
生
徒
と
向
き
合
っ
た
自
動
車
販
売

会
社
の
ブ
ー
ス
で
は
、
業
界
の
状
況
、
自

社
の
業
務
、
仕
事
内
容
、
給
料
・
休
日
日

数
、
求
め
る
人
材
な
ど
の
ほ
か
、
モ
ー
タ

ー
ス
ポ
ー
ツ
や
カ
ー
リ
ン
グ
振
興
支
援
の

取
り
組
み
な
ど
会
社
の
特
徴
も
説
明
。

飲
食
業
の
ブ
ー
ス
で
は
、
未
知
の
業
界

に
入
社
し
た
若
手
社
員
が
仕
事
の
や
り
が

い
や
研
修
内
容
、
社
員
の
結
束
力
の
強
さ

な
ど
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
説
明
や
質
疑
応
答
を
通
じ
て
、

生
徒
た
ち
は
就
職
先
と
し
て
の
地
元
企
業

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

（
担
当　

安
藤 

辰
徳
）

  
人
材
確
保
を
目
指
し
、
高
校
生
を
対
象
に 

　
出
張
型
企
業
説
明
会
、
企
業
概
要
説
明
会
を
実
施

当所会員３社が参加した出張型企業説明会

当所会員26社が参加した企業概要説明会
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業況Ｄ・Ⅰ値　前年・前回と比べ悪化
小売業のみが大幅好転

■令和８年度第Ⅰ四半期の景気動向調査結果
 ［７月、市内５業種150社、調査方法：インターネ
ット（Ｇｏｏｇｌｅ ｆｏｒｍｓ・ＦＡＸ、回答率
80.0％］
　業況（４～６月）は、前年と比べて「好転企業」
25.8％、「悪化企業」45.0％、「好転」から「悪
化」を差し引いたＤ・Ⅰ値（景気動向指数）は△
19.2。このＤ・Ⅰ値は、前年同期比6.5、前期比
14.2ポイントそれぞれ悪化しています。
　業種別の業況Ｄ・Ⅰ値は、小売業3.9、建設業△
14.3、卸売業△24.0、サービス業△29.4、製造業
△37.5。前年同期と比べ、製造業32.5、サービス業
29.4、卸売業9.7、建設業1.3ポイントそれぞれ悪化。
製造業では生産高D・I値が前年と同様であったもの
の採算D・I値が32.3ポイントの大幅な悪化となりま
した。小売業は30.0ポイントと大幅に好転。売上高
D・I値はマイナスからプラスに転じ、採算D・I値は
大幅な改善となっています。
　全業種の来期（７～９月）の見通しは、「好転企
業」20.0％、「悪化企業」40.0％でＤ・Ｉ値は△
20.0。前年同期と比べ6.4ポイント悪化の見通しと
なっています。
　経営上の問題点は、全業種では「諸経費増」「人
件費増」「人材不足」「得意先減少」「同業者間
の競合」の順で、前年同期の２・３位が入れ替わり。
業種別のトップは、建設業が「人材不足」、他の４
業種は「諸経費増」となっています。

価格転嫁率は55.1％に伸びる
小売業67.1％　サービス業29.3％

■価格転嫁に関する実態調査結果
　昨年４月に続き、付帯して実施した価格転嫁に関

する実態調査（回答120社）では、価格転嫁が多少
なりともできている事業所は96社(80.0%、前年81
社・74.3%)。転嫁の割合は、「10割すべて」12社
(10. 0%)、「8割以上」22社(18.3%)、「5割以上8
割未満」31社(25. 8%)、「2割以上5割未満」20社
(16.7%)、「2割未満」11社(9.2%)。「全く転嫁でき
ていない」は13社(10.8%)でした。
　「価格転嫁率」（販売価格への転嫁割合）は
55.1%（コスト100円上昇したうち55.1円分販売価
格に反映できている）。価格転嫁率は、45.1%（初
調査、令5・４）、49.8%（令６・４）、53.8%（令
６・10）、53.9%（令7・４）に続き微増していま
す。
　業種別の価格転嫁率は、小売業67.1％（前回　
65.0％）、卸売業63.8％（同58.5％）、建設業56.0
％（同57.6％）、製造業50.2％（同48.8％）、サー
ビス業29.3％（同32.5％）と、３業種が上昇、２業
種が下降しました。
　価格転嫁できない理由は、前回調査同様に、「受
注・客足減など取引への影響が懸念されるため」が
最も多く（32社）、次いで「受注契約時点で当面の
販売単価が定められているため」（15社）、「主要
取引先の理解が得られていないため」（12社）など
となっています。
　価格転嫁に関して、「苦慮・工夫していること」
について、「業界全体が一斉に価格を上げなければ
難しい」(サービス業)、「業界としてある程度足並
みを揃えて価格転嫁できている」(建設業)、「単純
に値上げを繰り返すだけでは客離れが起きるので、
それに見合う価値の提供を心掛けていきたい」(製造
業)、「サービスの質を落とさないことが必要」(卸
売業)などの記述がありました。

　詳細については、当所ホームページをご覧くださ
い。

（担当　瀧口 花帆）



3北見商工会議所報 第　　号186

経
営
に
生
か
そ
う 

無
料
の
個
別
相
談
窓
口

知財に関する無料相談 ９/24
特許・商標・地域ブランドなど「知財に関

する無料相談」は、９月24日、北見経済セン
タービル５階で実施されます。当所と（独法）
工業所有権情報・研修館北海道知財総合支援窓
口の共催によるもので、相談員は同支援窓口か
ら派遣されます。事前の申し込みが必要です。
予約・問い合わせは、当所地域振興部（℡23-
4111）へ。

ビズサポ北見
中小企業経営者をしっかりサポート

当所が運営する「北見ビジネス総合サポー
トセンター」（北見経済センタービル５階、通
称・ビズサポ北見）では、専門コーディネータ
ーが経営課題を抱える中小企業経営者を懇切丁
寧にサポートしています。

具体的には、創業・起業、事業承継への支
援、共同研究・事業化等の推進、企業訪問・相
談指導を行っています。

また、中小企業基盤整備機構北海道本部北見
オフィスをはじめ、北見工業大学、金融機関、 
税務・法務機関と連携して相談案件に応じた専
門家の紹介も行っています。気軽にご相談（無
料）ください（℡57‐5677）。　（担当　竹中 
秀之 ）

当
所
は
、
各
種
相
談
窓
口
を
設
け
事
業

所
の
経
営
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
専
門

家
個
別
経
営
相
談
窓
口
、
事
業
承
継
相
談

室
、
外
国
人
労
働
者
等
個
別
相
談
窓
口
の

ほ
か
、
本
年
度
か
ら
夜
間
個
別
相
談
会
を

始
め
ま
し
た
。

本
年
度
は
７
月
末
ま
で
に
、
こ
れ
ら
４

つ
の
相
談
利
用
は
66
件
。
最
多
は
経
営
相

談
54
件
で
、
相
談
内
容
は
物
価
高
騰
対
策

や
創
業
、
補
助
金
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
相
談
も
会
場
は
北
見
経
済
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
、
相
談
料
は
無
料
、
予
約
制
。

今
後
の
日
程
を
含
め
た
概
要
は
以
下
の
通

り
。
詳
し
く
は
、
当
所
地
域
振
興
部
（
℡

23-

４
１
１
１
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。■専

門
家
個
別
経
営
相
談
窓
口

専
門
家
個
別
相
談
窓
口
で
は
、
物
価
高
騰
、

最
低
賃
金
引
き
上
げ
、
働
き
方
改
革
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
対
策
な
ど
経
営
環
境
の
変
化
の
影

響
を
受
け
て
い
る
中
小
・
小
規
模
事
業
者
を

対
象
に
、
専
門
相
談
員
の
藤
田
貴
史
さ
ん

（
中
小
企
業
診
断
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、

中
小
企
業
庁
北
海
道
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
が
対
策
等
を
助
言
し
て
い

ま
す
。

９
月
11
日
・
18
日
・
25
日
、
10
月
２
日
・

９
日
・
16
日
・
23
日
・
30
日
、
11
月
６
日
・

13
日
・
20
日
・
27
日
、
12
月
４
日
・
11
日
・

18
日
・
25
日
（
午
後
１
時
半
～
５
時
半
）

■
事
業
承
継
相
談
室

事
業
承
継
相
談
室
（
月
２
回
）
で
は
、
事

業
承
継
に
関
す
る
疑
問
、
手
続
き
、
進
め
方

な
ど
の
相
談
を
北
海
道
事
業
承
継
・
引
継
ぎ

支
援
セ
ン
タ
ー
北
見
サ
テ
ラ
イ
ト
の
担
当
職

員
が
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
秘
密
厳
守
）
。

内
容
に
よ
っ
て
事
業
承
継
の
専
門
家
へ
の
相

談
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
同
北
見
サ
テ
ラ
イ

ト
で
は
、
随
時
、
事
業
承
継
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

	
９
月
14
日
・
28
日
、
10
月
19
日
・
26
日
、

11
月
16
日
・
30
日
、
12
月
14
日
・
28
日
（
午

前
10
時
～
午
後
４
時
）

■
外
国
人
労
働
者
雇
用
等
個
別
相
談
窓
口

外
国
人
労
働
者
雇
用
等
個
別
相
談
窓
口
で

は
、
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
を
検
討
、
雇
用

し
て
い
る
事
業
者
の
相
談
に
市
内
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
（Sasaki H

RD Office

）
代

表
佐
々
木
優
奈
さ
ん
が
応
じ
て
い
ま
す
。

９
月
28
日
、
10
月
19
日
、
11
月
16
日
、
12

月
７
日
、
1
月
18
日
（
午
後
１
時
半
～
５
時

半
）■夜

間
個
別
相
談
会

夜
間
個
別
相
談
会
で
は
、
日
中
に
時
間
を

割
く
の
が
難
し
い
事
業
者
を
対
象
に
、
当
所

経
営
指
導
員
が
資
金
繰
り
や
販
路
拡
大
、
事

業
承
継
な
ど
、
経
営
一
般
に
つ
い
て
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

９
月
８
日
、
10
月
13
日
、
11
月
10
日
、
12

月
８
日
、
１
月
12
日
、
２
月
９
日
、
３
月
９

日
（
午
後
６
時
～
９
時
）



北見商工会議所報 第　　号4 186

当
所
の
会
員
事
業
所
の
役
員
、
事
業
主
、

従
業
員
の
た
め
の
「
ミ
ン
ト
共
済
（
生
命
共

済
）
」
制
度
は
、
が
ん
や
６
大
生
活
習
慣
病

入
院
一
時
金
特
約
を
備
え
た
団
体
型
定
期
保

険
で
す
（
入
院
給
付
金
災
害
割
増
特
約
・
が

ん
重
点
保
障
型
生
活
習
慣
病
一
時
金
特
約
付

定
期
保
険
〈
団
体
型
〉
）
。

独
自
の
給
付
制
度
（
病
気
入
院
・
事
故
通

院
見
舞
金
、
各
種
祝
金
、
定
期
健
診
等
助
成

金
）
を
付
加
し
、
病
気
や
災
害
に
よ
る
死
亡

か
ら
事
故
に
よ
る
入
院
ま
で
、
業
務
上
・
業

務
外
を
問
わ
ず
24
時
間
保
障
。
毎
年
収
支
計

算
で
剰
余
金
が
出
た
場
合
に
は
配
当
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
。
加
入
で
き
る
年
は
、
そ
の

年
の
11
月
1
日
現
在
、
14
歳
６
カ
月
を
超
え

70
歳
６
カ
月
ま
で
の
方
（
60
歳
６
カ
月
を
超

え
る
方
は
１
口
限
度
）
で
、
80
歳
６
カ
月
ま

で
更
新
で
き
ま
す
。

当
所
は
会
員
事
業
所
従
業
員
の
勤
労
意
欲

を
高
め
、
人
材
を
確
保
し
て
事
業
の
安
定
成

長
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
「
特
定
退
職
金

共
済
制
度
」
を
税
務
署
長
の
承
認
を
得
て
運

営
し
て
い
ま
す
。

将
来
必
要
な
従
業
員
の
退
職
金
を
毎
月
計

画
的
に
準
備
で
き
る
も
の
で
、
掛
金
（
全
額

事
業
主
負
担
）
は
月
額
１
人
１
０
０
０
円

（
１
口
）
か
ら
３
万
円
（
30
口
）
ま
で

（
１
０
０
０
円
単
位
）
。
全
額
を
損
金
（
必

要
経
費
）
に
計
上
で
き
、
給
付
金
は
「
退
職

給
付
金
」
、
「
遺
族
給
付
金
」
、
「
退
職
年

金
」
の
３
種
類
。

新
規
加
入
の
場
合
、
以
前
か
ら
勤
続
し
て

い
る
従
業
員
に
つ
い
て
、
過
去
の
勤
務
期
間

（
10
年
限
度
）
を
通
算
で
き
実
際
の
勤
務
期

間
に
応
じ
た
退
職
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

同
共
済
制
度
へ
の
加
入
に
よ
り
退
職
金
制

度
を
整
備
で
き
、
法
律
に
よ
り
求
め
ら
れ
て

い
る
退
職
金
支
払
い
の
た
め
の
保
全
措
置
が

講
じ
ら
れ
ま
す
。

「
小
規
模
企
業
共
済
」
は
、
小
規
模
企
業

の
個
人
事
業
主
（
条
件
を
満
た
せ
ば
２
人
ま

で
の
共
同
経
営
者
）
、
会
社
等
役
員
が
廃
業

や
退
職
時
な
ど
に
掛
金
に
応
じ
た
共
済
金
を

受
け
取
れ
る
経
営
者
の
た
め
の
退
職
金
制
度

で
す
。

	

掛
金
は
月
額
１
０
０
０
円
か
ら
７
万
円
ま

で
（
５
０
０
円
単
位
）
、
全
額
所
得
控
除
の

対
象
（
加
入
後
、
増
・
減
額
、
前
払
い
も
可

能
）
。
共
済
金
は
一
括
、
分
割
、
両
者
の
併

用
で
の
受
け
取
り
が
可
能
で
、
税
制
の
利
点

も
あ
り
ま
す
。

中
小
企
業
が
連
鎖
倒
産
や
経
営
難
に
陥
る

こ
と
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
し
た
「
中
小
企

業
倒
産
防
止
共
済
（
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共

済
）
制
度
」
は
、
取
引
先
の
倒
産
で
売
掛
金

債
権
等
が
回
収
困
難
と
な
っ
た
時
、
納
付
掛

金
の
10
倍
の
範
囲
内
（
最
高
８
０
０
０
万

円
）
で
被
害
額
相
当
の
貸
付
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
原
則
無
担
保
・
無
保
証
人
・
無
利
子
。

掛
金
は
月
額
５
０
０
０
円
か
ら
20
万
円

（
５
０
０
０
円
単
位
）
、
８
０
０
万
円
ま
で

の
積
み
立
て
、
損
金
（
必
要
経
費
）
算
入
が

で
き
ま
す
。

小
規
模
企
業
共
済
と
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共

済
は
、
政
府
が
全
額
出
資
す
る
（
独
）
中
小

企
業
基
盤
整
備
機
構
が
運
営
し
、
当
所
が
業

務
委
託
団
体
契
約
に
基
づ
き
事
務
手
続
き
を

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
地
域
振
興
部
（
℡

23-

４
１
１
１
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
商
工
会
議
所
の
共
済
制
度
は
、
経
営
者
や
従
業
員
の
万
が
一
の
備
え
に
低
廉
な
掛
金
で
カ
バ
ー

す
る
と
共
に
、
従
業
員
の
退
職
に
備
え
る
福
利
厚
生
制
度
で
す
。
さ
ら
に
、
経
営
者
の
退
職
金
・

取
引
先
倒
産
リ
ス
ク
を
積
立
金
で
備
え
る
制
度
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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当所の各部会が8月下旬から9月中旬にかけ
て北見経済センタービル５階会議室などで開
かれています。議題は、所管事項にかかわる
講話のほか、会員拡大キャンペーンなどの報
告。各部会の開催日、講話の演題（仮）等は
以下のとおりの予定となっています。

サービス業部会（８/27、「スポットワー
クを活用した人材確保について」（講師　㈱
タイミー北海道支社）

理財部会（８/28、「事業承継の現状と北
海道事業承継・引継ぎ支援センターの取組み
について」（講師　北海道事業承継・引継ぎ
支援センター）

工業部会（９/１、「社会連携推進センター
の取組みについて」（講師　北見工業大学学
術推進機構社会連携推進センター）

運輸車輌部会（９/14、「EV自動車の現況
と今後の展開について」（講師　東北海道い
すゞ自動車）

商業部会（９/15、「タイミーの事業概要
及び活用事例等について」（講師　㈱タイミ
ー北海道支社）

建設業部会（９/15、「網走開発建設部の
概要について」（講師　網走開発建設部）

当
所
中
小
企
業
相
談
所
主
催
の
「
粗
利

を
増
や
す
・
賃
上
げ
原
資
を
確
保
す
る
事

業
計
画
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」
（
７
／
29
）

で
は
、
受
講
者
４
人
が
中
小
企
業
診
断

士
・
社
会
保
険
労
務
士
の
藤
田
貴
史
さ
ん

か
ら
逆
風
に
負
け
な
い
経
営
手
法
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

売
上
で
は
な
く
粗
利
に
注
目
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
藤
田
さ
ん
は
「
粗
利
が
増
え

れ
ば
、
人
件
費
・
利
益
・
投
資
に
回
せ
る

お
金
が
増
え
、
経
営
の
選
択
肢
が
増
え

る
」
と
説
明
。
そ
の
上
で
粗
利
を
増
や
す

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
業
種
別
に
示
し
ま

し
た
。

飲
食
業
で
は
、
粗
利
を
増
や
す
着
眼
点

（
①
メ
ニ
ュ
ー
ご
と
の
採
算
把
握
、
②
セ

ッ
ト
販
売
、
③
単
品
サ
イ
ド
メ
ニ
ュ
ー
の

充
実
、
④
メ
ニ
ュ
ー
の
表
示
）
や
原
価
や

販
売
デ
ー
タ
を
見
え
る
化
し
た
実
践
策
を

具
体
的
に
解
説
し
ま
し
た
。

「
人
手
不
足
の
業
種
で
も
増
や
し
た
粗

利
で
人
材
確
保
の
好
循
環
さ
せ
て
い
る
事

例
も
あ
る
」
と
鼓
舞
し
、
実
践
に
当
た
り

「
人
が
来
る
・
儲
か
る
会
社
」
に
変
わ
る

90
日
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
（
自
社
の
数

字
の
把
握
、
粗
利
改
善
策
の
決
定
、
進
行

管
理
）
の
実
行
を
提
案
し
ま
し
た
。

ま
た
、
「
人
材
募
集
で
工
夫
し
た
こ

と
」
に
係
る
調
査
結
果
（
①
初
任
給
の
引

き
上
げ
、
②
未
経
験
者
・
無
資
格
者
の
積

極
的
採
用
、
③
自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

情
報
発
信
の
充
実
）
も
紹
介
。
「
賃
上
げ

は
社
員
の
満
足
だ
け
で
は
な
く
、
採
用
で

選
ば
れ
る
た
め
の
投
資
で
も
あ
る
」
と
強

調
し
実
践
を
促
し
て
い
ま
し
た
。

	

（
担
当　

安
藤 

辰
徳
）

当
所
主
催
に
よ
る
「
『
年
収
の
壁
』
対

策
セ
ミ
ナ
ー
」
（
８
／
19
）
で
は
、
受
講

者
29
人
が
中
小
企
業
診
断
士
・
社
会
保
険

労
務
士
の
藤
田
貴
史
さ
ん
か
ら
、
年
収
の

壁
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

年
収
の
壁
（
税
金
や
社
会
保
険
料
の
負

担
が
増
え
る
年
収
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
）

の
種
類
、
新
し
い
年
収
の
壁
、
予
想
さ
れ

る
変
化
、
社
会
保
険
の
改
正
点
、
雇
用
で

の
留
意
点
な
ど
に
つ
い
て
、
受
講
者
は
労

働
時
間
の
見
直
し
が
必
要
に
な
っ
た
り
、

働
き
方
を
左
右
す
る
目
安
に
な
っ
た
り
す

る
と
あ
っ
て
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

	

（
担
当　

古
川 

佳
佑
）

粗利を増やす事業計画づくりセミナー

抄
録

部会の開催状況（予定）
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メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
に
秋
山
竜
次
さ
ん
、
上
杉
周
大
さ
ん
　
27
日
に
は
漫
才
大
行
進

第
３
回
北
見
秋
祭

９
月
25
日
か
ら
3
日
間

血管の負担を理解し、生活習慣病予防
血管はゴムホースによく例えられます。手首から脈を感

じてみてください。健康な血管は柔らかく動いています。
まるでゴムホースのようです。

蛇口につないだゴムホースによる水まきで、ホースの先
端をつまむことで遠くに水を飛ばすことはありますよね。

塩分を摂りすぎる（高血圧の最大の原因）と、塩分濃度
を薄めようと水分をため込み血液量が増加します。これは
蛇口を大きく開いて水量を増やした状態に似ており、ホー
スの内側からかなりの圧力が加わっています。

流れる水（血）が「サラサラ」でなく「ドロドロ」（詰
まりやすい状態）だったらどんな感じでしょう？ホースが
厚く硬くなって内径の狭い部分ができたら先端をつぶして
勢いよく飛ばすのと同じ状況です。これでは水の流れは自
然とはいえません。

いずれもホース（血管）に負担がかかっている状態です。
そんな負担の習慣化は重大な病気につながります。私たち
はこの血管という長いゴムホースを一生をかけて大事に使
わなければなりません。血管系疾病など生活習慣病予防が
若いうちから大切です。

北海道最低賃金額は令和８年10月1日から時間額1131円とな
ります。引上額は56円。道内で時給が1100円台となるのは初め
て。

北海道内の事業場で働くすべての労働者（会社員、パート、ア
ルバイト、学生など働くすべての人）及びその使用者に適用され
る北海道最低賃金が同額改定されます。

最低賃金には、精皆勤手当、通勤手当、家族手当臨時に支払わ
れる賃金及び時間外等割増賃金は算入されません。最低賃金額以
上の賃金を支払わない場合、最低賃金法違反として処罰されるこ
とがあります。

電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械
器具製造業、船舶製造・修理業、船体ブロック製造業では、北海
道の特定（産業別）最低賃金が適用されます。

「
北
見
秋
祭
～
オ
ホ
ー
ツ
ク
マ
ル
シ
ェ

２
０
２
６
～
」
が
9
月
25
日
～
27
日
ま
で

北
見
駅
南
多
目
的
広
場
を
メ
イ
ン
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
す
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
「
食
」
を
味
わ
う
「
食

ブ
ー
ス
」
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
ビ
ー
ル
を
は
じ

め
全
国
・
世
界
の
ビ
ー
ル
を
楽
し
め
る

「
オ
ク
ト
ー
バ
ー
ブ
ー
ス
」
、
「
北
見
焼

肉
ブ
ー
ス
」
な
ど
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

「
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
」
も
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
す
。
メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
お

笑
い
ト
リ
オ
「
ロ
バ
ー
ト
」
の
秋
山
竜
次

さ
ん
（
26
日
）
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
・
タ

レ
ン
ト
の
上
杉
周
大
さ
ん
（
ブ
ギ
ウ
ギ
専

務
）
（
27
日
）
が
登
場
し
ま
す
。

今
年
で
3
回
目
を
迎
え
る
秋
祭
。
協
賛

企
業
・
団
体
・
個
人
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

協
賛
金
は
、
会
場
設
営
や
運
営
費
、
安

全
対
策
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
主
催
者

で
は
「
地
域
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
る
お
祭

り
と
し
て
、
多
く
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
・
ご
協
力
を
」
と
協
力
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

主
催
は
、
（
一
社
）
北
見
市
観
光
協
会
、

北
見
市
、
主
管
は
北
見
秋
祭
実
行
委
員
会
、

当
所
は
後
援
団
体
で
、
オ
ク
ト
ー
バ
ー
ブ

ー
ス
の
ビ
ー
ル
チ
ケ
ッ
ト
（
前
売
券
）
の

取
り
扱
い
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
「
漫
才
大

行
進
in
北
見
秋
祭
」
が
27
日
午
前
11
時
半

か
ら
Ｎ
ｉ
Ｃ
Ｃ
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
（
北
見

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
）
中
ホ
ー
ル
で
実
施
さ

れ
ま
す
。

市
と
一
般
社
団
法
人
漫
才
協
会
の
「
笑

い
の
力
に
よ
る
地
方
創
生
協
定
」
に
基
づ

い
た
公
演
。
宮
田
陽
・
昇
、
や
す
と
横
澤

さ
ん
ら
実
力
派
漫
才
師
４
組
が
出
演
予
定
。

入
場
料
は
一
般
１
０
０
０
円
。

北海道最低賃金額　時間額56円引き上げ　1131円

薬剤師の視点からの 健康経営 ②
㈲マスト代表取締役・桜町調剤薬局薬剤師

健康経営エキスパートアドバイザー　阿部 忍さん　
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「屯田大綱引」、「正調よさこい鳴子踊り」、「ダンスイベント」（写真上から）

北辰土建株式会社
取 締 役 会 長　鴨 下 泰 久
代表取締役社長　鴨 下 辰 哉

〒090-0030 北海道北見市北10条東4丁目1番地
TEL(0157)24-8624㈹ FAX（0157）61-2097
http://www.hokushindoken.co.jp
E-mail:hokushin@cocoa.ocn.ne.jp
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２年ぶりの「こどもサンバ」

「素人縁日」、「こども縁日」

第73回北見ぼんちまつりが7月17・18の両日、
市内中心市街地、小泉河川敷、中央公園（OTTO
セントラルパーク）を会場に実施されました。皆
さまのご協力に心より厚くお礼申し上げます。

観客動員数は、雨天（18日）の影響があった
ものの10万4000人（前年比8000人減）に上り
ました。

４条通にコースを集約した「舞踊パレード」に
は26団体約1600人、「屯田大綱引」には280人、
２年ぶりの「サンバ北見ばやしこどもカーニバ
ル」（こどもサンバ）には３団体約100人、ダン
スイベントには12団体約600人が参加しました。

小泉河川敷での納涼花火大会は、約２万人の動
員。例年同様に雨の中、4000発が北見の夏の夜
空を彩り、観客を魅了しました。

「素人縁日」は飲食をメインに約40店、「こ
ども縁日」には射的、スーパーボールすくい、ふ
わふわ遊具、乗り物試乗、北見工業大学との連携
ブースなどが並び、市民で賑わいました。

（担当　武田 卓）

お詫び　屯田大綱引事故
「屯田大綱引」の競技中、綱が切れる事故によ

り負傷者を出し、途中で中止せざるをえない事態
を招き、多大なるご心配・迷惑をおかけしました
ことに改めて深くお詫び申し上げます。

実行委員会では、本件を真摯に受け止め、原因
の確認と再発防止に努め、安心して参加・観覧で
きる催事とすべく取り組んでまいります。

今後とも、北見ぼんちまつりへのご支援・協力
賜りますようお願い申し上げます。

第73回北見ぼんちまつり
雨天でも観客は10万人超える
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青
年
部
は
、
８
月
例
会
と
し
て
、「
第
３

回
北
見
大
盆
踊
り
大
会
」
を
７
日
、
や
ぐ

ら
や
盆
ち
ょ
う
ち
ん
を
設
け
た
駅
南
多
目

的
広
場
で
実
施
し
ま
し
た
。
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
約
４
０
０
０
人
が
踊
り
を
通
じ

て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

子
ど
も
の
部
で
は
、
親
子
連
れ
や
子
ど

も
が
成
す
輪
が
徐
々
に
広
が
り
・
重
な
る
中
、

暑
さ
に
負
け
な
い
元
気
な
踊
り
を
披
露
。

終
了
後
は
、
お
菓
子
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、

お
菓
子
ま
き
に
歓
声
も
。

こ
の
あ
と
の
大
人
の
部
で
は
、
仮
装
・

舞
踊
コ
ン
テ
ス
ト
も
あ
り
、
凝
っ
た
仮
装

や
上
手
な
踊
り
が
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
隣
接
し
た
会
場
で
は
、
青
年
団

体
「
ネ
ク
ス
ト
」
に
よ
る
人
気
楽
曲
に
よ

る
コ
ス
プ
レ
・
ラ
ン
ダ
ム
ダ
ン
ス
や
、
カ

ラ
オ
ケ
や
ダ
ン
ス
を
融
合
さ
せ
た
「
カ
ラ

オ
ケ
盆
踊
り
」
も
初
の
試
み
と
し
て
に
ぎ

や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

（
担
当　

武
田 

卓
）

　
　
　
　
　
　
　
7
月
15
、16
日
、香
り
ゃ
ん
せ
公
園
・
小
泉
河
川
敷

花
火
、舞
踊
、綱
引
、サ
ン
バ
の
ほ
か
、正
調
よ
さ
こ
い
を
検
討

女
性
会
の
８
月
例
会
は
３
日
、
26
人
の

出
席
に
よ
り
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で

開
か
れ
ま
し
た
。
正
副
会
長
や
、
３
部
会

な
ど
の
報
告
事
項
に
続
き
、「
く
ら
し
オ
ー

ガ
ナ
イ
ズ
ひ
と
つ
ぼ
し
」、
わ
が
つ
ま
と
も

こ
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
た
講
演
会
が
企
画

さ
れ
ま
し
た
。
＝
写
真
＝

テ
ー
マ
は
「
も
し
か
し
て
、
あ
な
た
の

物
の
賞
味
期
限
切
れ
て
ま
せ
ん
か
？
」。
家
・

自
分
の
物
の
賞
味
期
限
（
役
目
の
期
限
）

切
れ
に
つ
い
て
、
物
を
捨
て
る
・
整
理
す

る
前
に
、「
自
分
・
わ
が
家
に
と
っ
て
必
要

か
」「
暮
ら
し
を
楽
・
安
心
に
す
る
か
」
な

ど
の
視
点
か
ら
持
ち
物
を
見
直
す
こ
と
を

勧
め
て
い
ま
し
た
。

防
災
用
品
も
「
何
が
必
要
か
」「
非
常
時

に
使
え
る
か
」
な
ど
、
ま
ず
は
「
頭
の
中

で
の
整
理
整
頓
」
を
促
し
て
い
ま
し
た
。

会
員
は
自
身
の
持
ち
物
を
見
直
す
必
要
性

を
感
じ
た
り
、
見
直
し
た
り
す
る
機
会
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。　
（
担
当　

池
亀 

由
基
）

青年部 ８月例会
第３回盆踊りに市民集う

女性会 ８月例会
物の賞味期限の視点学ぶ
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商工会議所
検定試験キャラクター
シカクん

　議員職務者の交代
　　ＮＴＴ東日本㈱北海道東支店北見営業支店
　 （新）佐藤　昌幸　氏（北見営業支店長）　（前）三國　聡司　氏

観
光
マ
ス
タ
ー
検
定
受
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー

	

10
月
10
日
、
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
　

第
21
回
北
海
道
観
光
マ
ス
タ
ー
検
定
（
11

／
23
）
に
向
け
て
の
受
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー
が

10
月
10
日
、
出
題
範
囲
と
な
っ
て
い
る
公
式

テ
キ
ス
ト
「
北
海
道
観
光
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

の
執
筆
者
を
講
師
に
迎
え
、
北
見
経
済
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
５
階
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

時
間
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
。

受
講
料
は
税
込
９
４
０
０
円
。
当
日
は
同
セ

ミ
ナ
ー
で
使
う
同
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
第
10
版
＝

写
真
＝
（
税
込
３
３
０
０
円  

当
所
窓
口
で
販

売
）
が
必
要
。
同
受
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー
の
受

講
申
し
込
み
は
９
月
18
日
ま
で
（
申
込
書

〈
当
所
窓
口
・
Ｈ
Ｐ
〉
の
持
参
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
受
け
付
け
）
。

同
観
光
マ
ス
タ
ー
検
定
の
受
験
料
は
税
込

５
５
０
０
円
。
受
験
資
格
に
国
籍
・
性
別
・

年
齢
・
学
歴
に
制
限
な
し
。
試
験
時
間
は
90

分
。
出
題
数
は
50
問
、
合
格
は
70
点
以
上
。

昨
年
は
７
４
９
人
が
受
験
し
、
４
８
３
人
が

合
格
し
て
い
ま
す
（
合
格
率
65
％
）
。

同
検
定
試
験
、
受
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー
の
詳

細
に
つ
い
て
は
当
所
（
電
話
23-

４
１
１
１
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

	

（
担
当　

山
中 

み
な
み
）

検　定　名 試　験　日 受 付 期 間 　
珠　算（暗算、段位） 10月25日 ９月７日 ～ ９月24日

９年２月14日 12月21日 ～ １月14日
簿　記（1～3級） 11月15日 ９月28日 ～ 10月19日（ネット10/16）
　　　（2・3級） ９年２月28日 １月12日 ～ ２月１日（ネット1/29）
北海道観光マスター 11月23日 ９月１日 ～ 10月30日

令和8年度 各種検定試験

お問い合わせ・申し込みは　北見商工会議所地域振興部（℡23-4111）

《受験料》 ［珠算］1級 2,800円、準1級 2,400円、2級 2,000円、準2級 1,900円、3級 1,800円、準3級 1,500円、4～6級 1,200円、 
　7～10級 1,000円、段位 3,500円（珠算のみ3,000円、暗算のみ1,500円）、暗算1～3級 1,200円、4～6級 1,100円、7～10級� 1,000円
［簿記］1級 8,800円、2級 5,500円、3級 3,300円
［北海道観光マスター］5,500円（当所事務局窓口で北海道観光マスター公式ガイドブック（税込3,300円）を販売しております）

ネット試験　リテールマーケティング検定は、CBTS受験サポートセンター（TEL03-5209-0553）、ＰＣ検定は、ＮＰＯ法人人材育
成ネットワーク（TEL0157-36-3671）、カラーコーディネーター、福祉住環境コーディネーター、ビジネス実務法務、環境社会（eco）、
ビジネスマネジャー検定は、東京商工会議所検定センター（TEL050-5830-3365）にお問い合わせください。

■（有）海鵬フーズ （紺野幸浩さん、東相内町30－８、水
産加工）

■（有）アティア （柴田直樹さん、公園町139－21、一般
建築工事請負）

■（株）キタレー （飯田守さん、常盤町２丁目１－72、霊
柩自動車運行）

■カイダブレイス（株） （海田有一さん、大通西３丁目６、
不動産事業・資産管理・運用業務）

■（株）北映ＮｏｒｔｈｅｒｎＦｉｌｍｓ （磯川実さん、北２
条西２丁目13サンプラザビル３階、映像制作・ウェブサ
イト制作）

■（株）売主100パーセント （千葉淳一さん、三住町17－２、
不動産仲介）

■ＯＨＯ塩パン専門店 （長江苑佳さん、桜町３丁目58さ
くら館103、パン製造・販売）

■光工業 （若月光さん、緑ケ丘２丁目10－８、建築板金業）
■（株）クロスサービス （坂下修さん、大通東５丁目19－１、

不動産賃貸業・ビル管理・飲食店）
■（株）Ｓｋｙｗａｒｄ　Ｇｒｏｗｔｈ （藤本大地さん、北

２条西２丁目８ＫＩＴＡＭＩ ＢＡＳＥ内、クリエイティブ
事業〈SNS総合支援、動画制作、HP制作、EC製作〉・
モビリティ事業〈レンタカー・カーシェア〉）

■北海道リース（株）北見支店 （藤川憲太さん、大通西４
丁目４－１住友生命北見ビル４階、総合リース業）

■Ｂｌｏｏｍ　ｗｏｒｋｓ （関敏雄さん、東三輪１丁目151
－５、農業用トラクターのガラス磨き専門・農業機械の
部品販売）

■ダイチデンタルクリニック （佐藤大一さん、泉町４丁目２
－12、歯科診療）

■菅原重機土木㈲ （菅原良美さん、美山町西４丁目50－
151、一般土木建築）

■㈱アシストホーム （廣岡秀夫さん、朝日町29－57、牛
舎改修工事）

ご入会ありがとうございます

新入会員紹介 （入会日　令和８・6/21～8/20）



発行日	 発行人　専務理事　服　部　浩　司
発行所　北見商工会議所　北見市北３条東１丁目２5　北見経済センタービル6階
TEL（0157）23-4111　FAX（0157）22-2282
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　令和５年創業の（株）売主 100 パーセント（千葉
淳一社長）が運営する「北見不動産売却・買取セン
ター」は北見市内を営業エリアに戸建て・マンション・
土地・アパートの売買仲介・不動産買取に特化。社
名のとおり売主側に立った「片手仲介」として、「依
頼者の利益を最優先しやすい」「透明性が高い」の利
点を生かして、「売主に 100% 寄り添い、安心・安全・
満足される不動産業者」を目指す。千葉社長（43）
は小売業から不動産業に転身。30 代で宅建資格を取
得、不動産業界歴は約 10 年。物件の供給が増える中、
今年宅建資格者を含め２人を採用し現在４人体制。
「お客さまに喜んでいただけることが一番のやりが
い」と話す千葉社長。
「中古家屋・空き家
の整理・再生が図ら
れ、地域のお役に立
ちたい」との思いも
持ち、経営に当たっ
ています。

　（有）タイヤ商会の業務は、中・大型車をメインと
したタイヤの販売・交換・修理を柱に、産業廃棄物の
収集・運搬、トラック輸送などを通して、地域の産業
振興にも関わっています。従業員５人。同社は昭和
55 年に父親が創業し 57 年に法人化。現社長の澤海さ
ん（35）は令和５年に創業社長（父親）に代わり２代
目社長に就任。北海道糖業（株）の東京本社と北見製
糖所に 10 年勤務した（経理・総務・企画・営業）の
ちの事業継承。「家の仕事はアルバイト程度の経験で
したが、先代からのお客さまとの深いおつきあいが励
みとなりました。業務スキルのレベルを上げお客さま
の満足度を高めていきたい」と澤社長。廃タイヤの中
間処理の拡張を検討
しており、その先の
「自社での最終処分
は大きな夢」と話し
ています。

2026年９月２日（隔月発行）

朝夕の風に涼しさが混じり、秋の気配を感
じる季節となりました。皆様、いかがお過ご
しでしょうか。

私事ですが、先日、長年愛用していたスマ
ートフォンが突如故障し、急遽新しい機種へ
買い替えることに。連絡先やスケジュール、

大切なデータが消えてしまうのではと青ざめましたが、
無事にデータが引き継がれた画面を見たときは胸を撫
でおろしました。便利さの裏で、いかに自分がスマホ
に依存していたかを痛感させられた出来事でした。

さて、北海道の秋は短いながらも、食や観光など
様々な楽しみが多い季節でもありますね。一方、北海
道立総合研究機構（さけます・内水面水産試験場）が
発表した令和８年の秋鮭の来遊予測は、記録的不漁と
なった前年からほぼ半減する見通しとのことですが、
一尾でも多くの鮭が母なる川へ戻ることを願うばかり
です。

季節の変わり目ですので、どうぞご自愛のうえ、実
り多き秋をお過ごしください。

◆	４日	専門家個別経営相談（11日・18日・25日）
◆	８日	第59回北海道・東北商工会議所連絡会議（札幌

市）、夜間個別相談会
◆	９日	事業計画作成セミナー
◆	10日	定期健康診断（11日）
◆	11日	マル経審査会
◆	14日	三役会、運輸車輌部会、事業承継相談室（28日）
◆	15日	商業部会、建設業部会
◆	16日	日商合同委員会・第760回常議員会・第317回議

員総会、日本商工連盟2026年特別セミナー（東京
都）、東北海道商工会議所事務局長連絡会議、創
業実践セミナー（17日）

◆	17日	日商第143回通常会員総会（東京都）
◆	24日	知財に関する無料相談会
◆	28日	外国人労働者雇用等個別相談窓口

◆	２日	専門家個別経営相談（9日・16日・23日・30日）
◆	５日	管内商工会議所会頭会議（網走市）
◆	８日	高知市との姉妹提携40周年記念式典・祝賀会
◆	13日	東北海道商工会議所テーマ別担当者会議、夜間個

別相談会
◆	14日	三役会
◆	19日	事業承継相談室（26日）、外国人労働者雇用等個

別相談窓口
◆	26日	三役会
◆	29日	東北海道商工会議所専務・局長会議

令和５年創業、「片手仲介」の利点生かし営業

（株）売主100パーセント
タイヤ販売・交換、廃棄物収集運搬、トラック運送

（有）タイヤ商会

会員紹介ご希望の事業所は当所地域振興部（☎23-4111）宛ご連絡願います。（掲載：無料）

北見商工会議所報
き た み　№186

会 員 紹 介 会員増強運動中！
～非会員に入会をお勧めください～

今後の予定 「無くてはならないもの」
～スマホと秋の恵み～

北見市三住町17-2　℡57-5710 北見市東相内町327-11　℡36-5255

9  

月

10  

月

編
集
後
記


